
基金助成金以外の収入増加に
向けた取組み

取組内容
初回大会。計画当初より参加国を増加させ、参加料収入を増やし
た。

団体選定の強化指定選手等の全参加者に占める割
合

20 ％ 23 ％

大会に関する広報活動
（複数選択可） （　　　　　　　　　　）

人

助成金以外の事業収入額 200,000 円 20,000 円

か国

・キンボールスポーツのアジア国別対抗大会。大会は1日開催。
・部門は男子の部、女子の部の2部門で実施。
・参加予定国は中国、香港、韓国、マカオ、シンガポール、日本の6カ国（地域含む）
・大会としては、開会式、予選、決勝および表彰・閉会式を行った。
・大会予選は変則リーグ戦で実施。（予選全12試合、各チーム3試合）
・勝ち点上位3カ国で2部門の決勝戦を行った。
・大会各部門、上位3チームを表彰。特別賞も授与。
・大会開催以前、以後に参加者と日本全国の愛好者、豊中市の人々との国際親善の場（合同練習
会、弓道体験および交流レセプション）を設けた。

活動計画及び実績

年度当初計画 実績

観戦者数 200 人 150

活動の内容

参加人数 105 人
参加国数

※国際大会の場合
6

大会種別
総合競技大会の予選会を兼ねたか

主催者 一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟　アジアキンボールスポーツ連盟

共催者

年 月 日

（ 1 日間）

月 4 日 ～ 平成

実
施
し
た
活
動
の
内
容

開催期間・開催日
平成 28 年 12

開催場所 豊泉家千里体育館（豊中市立千里体育館）

大会参加要件
2016年度国際キンボールスポーツ連盟アジア加盟国および地域（香港、マカオ、台湾等）の
代表チーム

活
動
の
実
施
方
法

第三者への
委任（事務委任等）の有無

※第三者への委任（事務委任等）が「有」の場合、以下の記入するととも
に、委任先の収支決算書を提出すること

委任先の組織名称

委任の内容

活動名 キンボールスポーツアジアカップ2016

活動の成果

キンボールスポーツの技術・戦術を向上させると同時に、他のアジア各国、地域の愛好者と我が国
の愛好者、開催地の人々との国際親善の場を設けることによりキンボールスポーツおよび相互の理
解を深めることも目的とし、開催。この大会に向けて、毎月1回以上の合宿を行ったこと、合宿で
学んだ技術・戦術を自チームに持ち帰ったこと、大会時に各国の新しい戦術を学んだことなどによ
り、国内の競技力は格段に高まった。結果、日本代表としても男女2部門とも優勝という成績を収
めることができた。

キンボールスポーツ競技として、国際的な大会の数が少なく、海外のチームとの試合経験を積みに
くかった。新設した本大会アジアカップを経験、ステップとすることによって、2017年の世界大会
への準備となり、世界大会での好成績が期待できる。

活動に対する評価

初のアジア大会を5カ国・地域にて計画するなかで、参加を目的、きっかけとして、マカオに連盟
が立ち上がり、アジア連盟加盟国が1つ増えた。各国との合同練習会の話もでており、今後の競技
力向上に向けての礎となる大会となった。

事前、事後も含め他のアジア各国、地域よりの参加者と開催地の人々との国際親善の場（合同練習
会および他の競技との交流）を設けたことによりキンボールスポーツ競技、スポーツ全般への興
味、関心が高まり、スポーツの裾野の拡大に微力ながら貢献できた。

活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

競技力向上活動

助成決定者名 一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟

ホームページ テレビＣＭ 広報媒体への掲載

その他

ＳＮＳ

行った

行わなかった

国際大会 日本選手権 全国大会

兼ねた 兼ねていない

有 無



活動名 キンボールスポーツアジアカップ2016

活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

競技力向上活動

助成決定者名 一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟

備考 掲示

※本報告書はＡ４サイズ２枚で印刷してください。
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報
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開

助
成
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の
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途
に
関
す
る
情
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の
公
開

活
動
の
実
施
状
況
及
び
実
施
結
果
並
び
に

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）

理由：（　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

理由：（　　　　　　　　　　）

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない


